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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第３四半期 2,064 39.6 65 107.9 64 225.1 44 47.1

2021年９月期第３四半期 1,479 △4.8 31 △24.8 19 △32.5 30 131.4

（注）包括利益 2022年９月期第３四半期 41百万円（55.7％） 2021年９月期第３四半期 26百万円（103.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第３四半期 13.88 13.29

2021年９月期第３四半期 9.95 9.09

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年９月期第３四半期 1,932 1,393 71.1

2021年９月期 1,755 1,314 73.6

（参考）自己資本 2022年９月期第３四半期 1,373百万円 2021年９月期 1,291百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年９月期 － 0.00 －

2022年９月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,706 34.2 73 42.0 72 81.9 50 68.7 15.62

１．2022年９月期第３四半期の連結業績（2021年10月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年９月期の連結業績予想（2021年10月１日～2022年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年９月期３Ｑ 3,250,950株 2021年９月期 3,107,150株

②  期末自己株式数 2022年９月期３Ｑ 74株 2021年９月期 29株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期３Ｑ 3,212,825株 2021年９月期３Ｑ 3,046,370株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社グループとして約束する趣旨のものではありません。ま

た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご

利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予

想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足説明資料は、2022年８月12日（金）に当社ホームページに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の普及や一

時的な感染者数の減少により、段階的に経済活動が再開されているものの、足元では新たな変異株の発生や感染者

数の再拡大等、依然として経済全体の見通しは不透明な状況が続いております。

　一方で、当社の事業環境としましては、テレワークやオンラインショッピング等、社会全般のオンライン化が進

み、デジタルマーケティング需要や企業活動のデジタルシフトの需要が伸長しております。また、2022年４月に施

行された改正個人情報保護法や、ブラウザ提供会社の仕様変更による3rd Party Cookieの利用制限が懸念される

中、Cookieを代替するサービスである「ポストCookieソリューション」への社会の関心が高まっております。 こ

のような経営環境のもと、「ポストCookieソリューション」として当社が開発した「IMポストCookieアドネットワ

ーク」は3rd Party Cookieに依存せずにターゲティング広告配信ができるため既存クライアントを中心に導入が進

み、アカウント数は順調に増加しました。

　ソリューション毎の経営環境につきましては、マーケティング支援サービスにおいては、エンターテインメント

業界等、新型コロナウイルス感染症の拡大後に広告費削減傾向が続いていた大口クライアントからの受注の回復傾

向や、新しい生活様式に合わせたEC関連の広告予算の伸長により、顧客単価が増加しました。

　成果報酬型ディスプレイ広告運用サービス「Performance DMP」については、巣ごもり需要やECサイトの利用増

加を背景に、ASP各社との連携を強化し、またECプラットフォーム「Shopify」向けアプリの導入によりアカウント

数が増加しました。さらに広告配信の自動化を進めることで効率性を高めております。

　データマネジメント・アナリティクスについては、前連結会計年度から連携を進めていたアドテクベンダーに対

して当社の「IMポストCookieアドネットワーク」の基礎となる「IM-UID」の導出が進みました。この結果、アドテ

クベンダーの広告配信量に応じたデータ利用収入が増加しました。

　費用面においては、個人情報保護法改正や3rd Party Cookieの規制への対応と「ポストCookieソリューション」

の営業活動への注力、さらに、ガバナンス強化や機動的な意思決定等を目的とする、組織体制の変更を実施したこ

とで、人件費及び採用費用が前年同期と比較して増加しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高2,064,202千円（前年同期比39.6％増）、営業利益

65,298千円（同107.9％増）、経常利益64,460千円（同225.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益44,580千

円（同47.1％増）となりました。

　なお、当社グループは、DMP事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を行っており

ません。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は1,932,115千円となり、前連結会計年度末に比べ176,873千円の増

加となりました。

　流動資産は1,862,808千円となり、前連結会計年度末に比べ173,330千円増加しました。これは主に売掛金及び契

約資産が151,855千円増加したことによるものであります。固定資産は69,143千円となり、前連結会計年度末に比

べ3,588千円増加しました。これは主に投資その他の資産が2,568千円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債は538,640千円となり、前連結会計年度末に比べ98,352千円の増加と

なりました。

　流動負債は432,340千円となり、前連結会計年度末に比べ98,352千円増加しました。これは主に買掛金が106,785

千円増加したことによるものであります。固定負債は106,300千円となり、前連結会計年度末と変動はありませ

ん。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は1,393,475千円となり、前連結会計年度末に比べ78,520千円の増

加となりました。これは主に資本金、資本剰余金がそれぞれ16,260千円増加したこと、また親会社株主に帰属する

四半期純利益44,580千円の計上による利益剰余金が増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は71.1％（前連結会計年度末は73.6％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年９月期の連結業績予想につきましては、本日公表の「2022年9月期連結業績予想および個別業績予想の修

正に関するお知らせ」をご参照ください。

　現時点では新型コロナウイルス感染症の収束時期の見通しを立てることは困難でありますが、2022年９月期の業

績見通しを作成するにあたり、新型コロナウイルス感染症が当社業績に与える影響は軽微と予想しております。

　なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,350,946 1,374,987

売掛金 321,361 －

売掛金及び契約資産 － 473,216

電子記録債権 1,485 －

仕掛品 5,638 －

その他 10,047 14,603

流動資産合計 1,689,478 1,862,808

固定資産

有形固定資産 9,769 11,255

無形固定資産 1,407 940

投資その他の資産 54,378 56,947

固定資産合計 65,555 69,143

繰延資産 209 164

資産合計 1,755,242 1,932,115

負債の部

流動負債

買掛金 224,976 331,762

未払法人税等 21,910 14,418

賞与引当金 22,995 9,918

その他 64,105 76,240

流動負債合計 333,987 432,340

固定負債

長期借入金 100,000 100,000

資産除去債務 6,300 6,300

固定負債合計 106,300 106,300

負債合計 440,287 538,640

純資産の部

株主資本

資本金 453,493 469,753

資本剰余金 433,493 449,753

利益剰余金 404,115 453,745

自己株式 △89 △212

株主資本合計 1,291,013 1,373,040

非支配株主持分 23,941 20,434

純資産合計 1,314,954 1,393,475

負債純資産合計 1,755,242 1,932,115

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 1,479,153 2,064,202

売上原価 1,030,063 1,548,807

売上総利益 449,090 515,395

販売費及び一般管理費 417,682 450,096

営業利益 31,407 65,298

営業外収益

受取利息 6 6

助成金収入 966 600

その他 470 87

営業外収益合計 1,444 694

営業外費用

為替差損 782 1,487

持分法による投資損失 12,194 －

その他 44 44

営業外費用合計 13,022 1,532

経常利益 19,829 64,460

特別利益

関係会社株式売却益 19,748 －

特別利益合計 19,748 －

税金等調整前四半期純利益 39,577 64,460

法人税等 13,200 23,386

四半期純利益 26,377 41,074

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,923 △3,506

親会社株主に帰属する四半期純利益 30,300 44,580

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 26,377 41,074

四半期包括利益 26,377 41,074

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 30,300 44,580

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,923 △3,506

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、一部の取引

において、従来まではサービスの提供が完了した時点をもって収益として認識しておりましたが、顧客との履行義

務の充足時期に対応して収益を認識する方法に変更しております。

　「収益認識に関する会計基準」等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は6,305千円増加し、売上原価が7,313千円増加し、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ1,008千円減少しております。また利益剰余金の当期首残高は

5,049千円増加しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしました。な

お、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。

（追加情報）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期連結貸借対

照表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　2020年10月１日　至　2021年６月30日)

　当社グループは、DMP事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　2021年10月１日　至　2022年６月30日)

　当社グループは、DMP事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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